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近年の無線端末機器の増加により固有モード解析というアンテナ解析手法が注目され

て いる。今回は固有モード解析のなかでも Characteristic Mode Analysis と Natural

Mode Analysisに着目する。

アンテナの設計手法として Characteristic Mode Analysis(CM 法) がある。CM 法で

は、 導体表面に流れる電流をモードを呼び、アンテナを流れる電流分布はそれぞれの

モードの 重みづけの和で表されるとしている。CM法は給電構造を考えず、固有値方程

式を解くこ とで、アンテナの形状や大きさなどから励振しているモードを解析し、固

有周波数やQ値 などの情報からアンテナを効率よく設計することができる。

他にも固有モードを求める手法としてNatural Mode Analysis(NM法)という手法が

存在 する。NM法はモーメント法から求められるインピーダンス行列 Zの行列式が 0と

なる方 程式を解くことでそれぞれのモードの固有周波数を求めている。NM法は解析の

過程で近 似計算を用いていないため、理論上正しい共振現象を表していると考えられ

ている。ただ し、周波数に虚部を加えることで、先ほどの方程式を複素領域で考えるた

め、これを解く ための数値計算が必要となる。　　

CM法は効率よく高速で解析を行うという利点を持っている一方で、解析の過程で近

似 計算を行っているため、現在、たくさんのアンテナの問題にたいして CM法の正確

性につ いて議論されている。一方で、NM法は複素方程式を数値計算を用いて直接求め

ているた め、理論上は正しい共振現象を求めることができる。

本論文では基本アンテナ素子であるダイポール、プリントダイポール、ループアンテ

ナ、パッチアンテナや地板のスロットを開けたスロットアンテナ、より複雑なキャビティ

スロッ トアンテナに対してCM法とNM法を使って固有周波数とQ値を求め、CM法

とNM法の ずれについて明らかにした


